UL Japan 電波法「登録証明機関」業務範囲／第8号
特定小電力機器　テレメータ用、テレコントロール
	割当周波数または指定周波数
[電波法施行規則告示 42号]
	426.0250 ～
426.1375 MHｚ

	429.1750 ～
429.2375 MHｚ

	429.2500 ～
429.7375 MHz

	426.0375 ～
426.1125 MHｚ

	429.8125 ～
429.925 MHｚ

	449.7125 ～
449.8875 MHｚ

	469.4375 ～
469.4875 MHz

	制御Ch 
429.925, 449.825,
449.8875, 469.4875MHz

	1216.0125 ～
1216.9875 MHz

	1252.0125 ～
1252.9875 MHz

	制御Ch 
1216.0125, 1216.5125, 
1252.0125, 1252.5125 MHz

	1216.000 ～
1217.000 MHz

	1252.000 ～
1253.000 MHz

	制御Ch 
1216.000, 
1252.000 MHz


	チャンネル数または間隔
	信号 Ch : 10,　
12.5kHz

	信号 Ch : 6,　
12.5kHz

	信号 Ch : 40,　
12.5kHz

	信号 Ch : 4,　
25kHz

	信号 Ch : 9,　
12.5kHz

	信号 Ch : 13,　
12.5kHz

	信号 Ch : 4,　
12.5kHz

	--
	信号 Ch : 38,　25kHz

	信号 Ch : 38,　25kHz

	--
	信号 Ch : 20,　50kHz

	信号 Ch : 20,　50kHz

	--

	周波数の偏差 （×10-6）
	4
[無線設備規則 別表第一]
	4
[無線設備規則 別表第一]
	4
[無線設備規則 別表第一]
	4
10(帯域12kHz以下)
[無線設備規則 別表第一]
	4
[無線設備規則 別表第一]
	4
[無線設備規則 別表第一]
	4
[無線設備規則 別表第一]
	4
[無線設備規則 別表第一]
	3
[無線設備規則 告示50号] 
	3
[無線設備規則 告示50号] 
	3
[無線設備規則 告示50号] 
	4
[無線設備規則 別表第一]
	4
[無線設備規則 別表第一]
	4
[無線設備規則 別表第一]

	占有周波数帯幅の許容値
	8.5kHz
[無線設備規則 別表二第28]
	8.5kHz
[無線設備規則 別表二第28]
	8.5kHz
[無線設備規則 別表二第28]
	16kHz
[平成18年 無線設備規則 告示第659号] 
	8.5kHz
[無線設備規則 別表二第28]
	8.5kHz
[無線設備規則 別表二第28]
	8.5kHz
[無線設備規則 別表二第28]
	8.5kHz
[無線設備規則 別表二第28]
	16kHz
[平成18年 無線設備規則 告示第659号] 
	16kHz
[平成18年 無線設備規則 告示第659号] 
	16kHz
[平成18年 無線設備規則 告示第659号] 
	32kHz
[平成18年 無線設備規則 告示第659号] 
	32kHz
[平成18年 無線設備規則 告示第659号] 
	32kHz
[平成18年 無線設備規則 告示第659号] 

	スプリアス発射の強度の許容値
[無線設備規則第七条] 
	2.5 μW 
	2.5 μW 
	2.5 μW 
	2.5 μW 
	2.5 μW 
	2.5 μW 
	2.5 μW 
	2.5 μW 
	2.5 μW 
	2.5 μW 
	2.5 μW 
	2.5 μW 
	2.5 μW 
	2.5 μW 

	空中線電力

指定値 
[電波法施行規則告示 42号]
偏 差
[無線設備規則 第十四条1項表]

	指定値：
0.1W以下
偏　 差：
+20%、-50%

	指定値：
1W以下
偏　 差：
+20%、-50%

	指定値：
1W以下
偏　 差：
+20%、-50%

	指定値：
0.1W以下
偏　 差：
+20%、-50%

	指定値：
1W以下
偏　 差：
+20%、-50%

	指定値：
1W以下
偏　 差：
+20%、-50%

	指定値：
1W以下
偏　 差：
+20%、-50%

	指定値：
1W以下
偏　 差：
+20%、-50%

	指定値：
1W以下
偏　 差：
+20%、-50%

	指定値：
1W以下
偏　 差：
+20%、-50%

	指定値：
1W以下
偏　 差：
+20%、-50%

	指定値：
1W以下
偏　 差：
+20%、-50%

	指定値：
1W以下
偏　 差：
+20%、-50%

	指定値：
1W以下
偏　 差：
+20%、-50%


	隣接CH漏洩電力の許容値
[無線設備規則 告示49号]
	搬送波から12.5kHｚ離れた周波数の±4.25kHzにおいて-40ｄB以下

	搬送波から12.5kHｚ離れた周波数の±4.25kHzにおいて-40ｄB以下

	搬送波から12.5kHｚ離れた周波数の±4.25kHzにおいて-40ｄB以下

	搬送波から25kHｚ離れた
周波数の±8kHzにおいて
-40ｄB以下

	搬送波から12.5kHｚ離れた周波数の±4.25kHzにおいて-40ｄB以下

	搬送波から12.5kHｚ離れた周波数の±4.25kHzにおいて-40ｄB以下

	搬送波から12.5kHｚ離れた周波数の±4.25kHzにおいて-40ｄB以下

	搬送波から12.5kHｚ離れた周波数の±4.25kHzにおいて-40ｄB以下

	搬送波から25kHｚ離れた周波数の±8kHzにおいて-40ｄB以下

	搬送波から25kHｚ離れた周波数の±8kHzにおいて

-40ｄB以下
	搬送波から25kHｚ離れた周波数の±8kHzにおいて

-40ｄB以下

	搬送波から50kHz離れた

周波数の±16kHzにおいて

-40ｄB以下

	搬送波から50kHz離れた
周波数の±16kHzにおいて
-40ｄB以下

	搬送波から50kHz離れた
周波数の±16kHzにおいて
-40ｄB以下


	送受信装置以外のその他の装置
[無線設備規則 告示49号]
[電波法施行規則 第六条の二、四]
	時制、混信防止機能

	キャリアセンス、時制、混信防止機能

	キャリアセンス、
混信防止機能

	時制、混信防止機能

	キャリアセンス、時制、混信防止機能

	キャリアセンス、時制、混信防止機能

	キャリアセンス、時制、混信防止機能

	キャリアセンス、時制、混信防止機能

	キャリアセンス、

時制 (1216.0375 ～ 

1216.5MHz除く＊)、

混信防止機能
	キャリアセンス、

時制 (1252.0375 ～ 

1252.5MHz除く＊)、

混信防止機能
	キャリアセンス、時制、混信防止機能

	キャリアセンス、

時制(1216.05 ～1216.5 MHz 除く＊)、混信防止機能
	キャリアセンス、

時制 (1252.05 ～1252.5MHz 除く＊)、

混信防止機能
	キャリアセンス、時制、混信防止機能


	通信方式
[電波法施行規則告示 42号]
	単向、単信、または同報
	単向、単信、または同報
	単向、単信、または同報
	単向、単信、または同報
	単向、単信、同報、
複信または半複信

	単向、単信、同報、
複信または半複信

	単向、単信、同報、
複信または半複信

	単向、単信、同報、
複信または半複信

	単向、単信、同報、
複信または半複信

	単向、単信、同報、
複信または半複信

	単向、単信、同報、
複信または半複信

	単向、単信、同報、
複信または半複信

	単向、単信、同報、
複信または半複信

	単向、単信、同報、
複信または半複信



※空中線は一つの筐体に収めること要しない。空中線利得は2.14dBi以下。ただしEIRP=12.14dBm（426.025MHz～426.1375MHzは2.14dBm）以下の場合は空中線利得で補うことが出来る（32.14dBmではないので注意）
※426.025MHz～426.1375MHz以下の周波数の電波を使用するテレコントロール用（付随するデータ伝送を含む。）については、その送信時間を5秒とし、その送信休止時間を2秒とする。ただし、最初に電波を発射してから90秒以内の場合であって、送信時間の総和が5秒以内のときは、送信休止時間を設けずに再送信することができるものとする。この場合において、当該再送信の終了後における送信休止時間は次のとおりとする。

(１) 最初に電波を発射してからその送信が終了するまでに要した時間が5秒以内の場合2秒

(２) 最初に電波を発射してからその送信が終了するまでに要した時間が5秒を超える場合 その送信に要した時間の2/5

※400MHz帯は絶対利得が2.14dBiの空中線に誘起する電圧が7μV以上の他の無線局の電波を受信した場合、当該無線局の発射する電波と同一の周波数（複信方式及び半複信方式のものにあっては、受信周波数に対応する送信周波数）の電波の発射を行わないものであること。この場合において、空中線電力が0.01Wを超えるものにあっては、絶対利得が2.14dBiの空中線に0.01Wの空中線電力を加えた値を超過した分に相当する電圧に達するまでの間、電波の発射を行わないものであること。
※1200MHz帯は絶対利得が2.14dBiの空中線に誘起する電圧が4.47μV以上の他の無線局の電波を受信した場合、当該無線局の発射する電波と同一の周波数（複信方式及び半複信方式のものにあっては、受信周波数に対応する送信周波数）の電波の発射を行わないものであること。この場合において、空中線電力が0.01Wを超えるものにあっては、絶対利得が2.14dBiの空中線に0.01Wの空中線電力を加えた値を超過した分に相当する電圧に達するまでの間、電波の発射を行わないものであること。
[image: image1.emf]　平成28年８月31日 付（号外　第192号）.pdf

[image: image2.emf]　平成28年８月31日 付（号外　第192号）.pdf

※1200MHz帯は1216.0375MH～1216.5MHz及び1252.0375MHz～1252.5MHzの周波数に加えて1216.5375MHz～1217MHz及び1252.5375MHz～1253MHzの周波数の電波を使用するもののうち、等価等方輻射電力が絶対利得2.14dBiの送信空中線に0.001Wの空中線電力を加えたときの値以下のものは送信時間制限装置の備え付けを要しない。
※平成28年8月31日改定分が上記には含まれていないので注意
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明
治
二
十
五
年
三
月
三
十
一
日


第
三
種
郵
便
物
認
可


〇


〇


目


次


（号 外）
独立行政法人国立印刷局


平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報 (分冊の)


〔
省


令
〕


〇
電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る


省
令
（
総
務
八
三
）


〇
国
土
交
通
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法


施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令


（
国
土
交
通
六
二
）


〇
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
等
の
一
部
を


改
正
す
る
省
令
（
同
六
三
）


〔
告


示
〕


〇
免
許
を
要
し
な
い
無
線
局
の
用
途
並
び
に


電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
を
定
め
る
件
の


一
部
を
改
正
す
る
件
（
総
務
三
三
五
）


〇
特
定
小
電
力
無
線
局
の
用
途
、
電
波
の
型


式
及
び
周
波
数
並
び
に
空
中
線
電
力
を
定


め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件


（
同
三
三
六
）


〇
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線
設
備
の
一
の


筐
体
に
収
め
る
こ
と
を
要
し
な
い
装
置
、


送
信
時
間
制
限
装
置
及
び
キ
ャ
リ
ア
セ
ン


ス
の
技
術
的
条
件
等
を
定
め
る
件
の
一
部


を
改
正
す
る
件
（
同
三
三
七
）


〇
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を
定


め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示


（
国
土
交
通
九
六
六
）


〇
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
二
章
及
び


第
三
章
の
規
定
の
適
用
関
係
の
整
理
の
た


め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を


改
正
す
る
告
示
（
同
九
六
七
）


〇
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
五
十
五
条


第
一
項
、
第
五
十
六
条
第
一
項
及
び
第
五


十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大


臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
を
定
め
る
告
示


の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
（
同
九
六
八
）


〇
装
置
型
式
指
定
規
則
第
五
条
第
一
項
に
規


定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る


国
を
定
め
る
告
示
一
部
を
改
正
す
る
告
示


（
同
九
六
九
）


〇
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
第
七
条


の
二
第
一
項
の
運
送
引
受
書
の
記
載
事
項


を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
件


（
同
九
七
〇
）


〇
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
が
事
業
用
自
動


車
の
運
転
者
に
対
し
て
行
う
指
導
及
び
監


督
の
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示


（
同
九
七
一
）


〇
道
路
に
関
す
る
件


（
東
北
地
方
整
備
局
一
八
九
）


〇
道
路
に
関
す
る
件


（
関
東
地
方
整
備
局
二
七
九
、
二
八
〇
）


〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件
（
同
二
八
一
）


〇
道
路
に
関
す
る
件


（
中
部
地
方
整
備
局
九
五
）


〇
道
路
に
関
す
る
件


（
四
国
地
方
整
備
局
一
〇
一
、
一
〇
二
）


〇
道
路
に
関
す
る
件


（
九
州
地
方
整
備
局
一
二
二
〜
一
二
四
）


〔
資


料
〕


国
庫
歳
入
歳
出
状
況
（
平
成
二
十
八
年
度
平


成
二
十
八
年
六
月
分
）（
財
務
省
）


〔
公


告
〕


諸
事
項


官
庁外


国
監
査
法
人
等
関
係


裁
判
所


破
産
、
免
責
、
再
生
関
係


特
殊
法
人
等


独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
平
成


二
十
七
事
業
年
度
財
務
諸
表
、
平
成
二
十


七
年
度
・
事
業
年
度
決
算
等
（
北
海
道
旅


客
鉄
道
株
式
会
社
・
四
国
旅
客
鉄
道
株
式


会
社
・
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
・
社
会


保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
・
農
水
産
業
協


同
組
合
貯
金
保
険
機
構
・
全
国
農
業
会
議


所
・
日
本
た
ば
こ
産
業
共
済
組
合
・
農
林


漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
・
日
本
鉄
道
共


済
組
合
）、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社


工
事
開
始
、
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社


料
金
の
額
及
び
徴
収
期
間
の
変
更
、
地
方


公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
お
け
る


機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
の
提
供
状
況
、


社
会
保
険
労
務
士
名
簿
登
録
・
登
録
の
抹


消
・
紛
争
解
決
手
続
代
理
業
務
の
付
記
関


係
地
方
公
共
団
体


無
縁
墳
墓
等
改
葬
関
係


会
社
そ
の
他


会
社
決
算
公
告


〇
端
末
設
備
で
あ
っ
て
電
波
を
使
用
す
る
も


の
の
う
ち
、
利
用
者
か
ら
の
接
続
の
請
求


を
拒
め
な
い
も
の
を
定
め
る
件
の
一
部
を


改
正
す
る
件
（
同
三
三
八
）


〇
端
末
設
備
等
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
識
別


符
号
の
条
件
等
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改


正
す
る
件
（
同
三
三
九
）


〇
無
線
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
十
四
第
一


号
ハ
の
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
同
号


ハ
本
文
の
規
定
を
適
用
し
な
い
無
線
設
備


及
び
そ
の
送
信
空
中
線
の
技
術
的
条
件
を


定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件


（
同
三
四
〇
）


〇
別
に
定
め
る
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線


設
備
の
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
を
定


め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件


（
同
三
四
一
）


〇
別
に
定
め
る
特
定
小
電
力
無
線
局
の
送
信


設
備
の
不
要
発
射
の
強
度
の
許
容
値
を
定


め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件


（
同
三
四
二
）


〇
別
に
定
め
る
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線


設
備
及
び
周
波
数
の
許
容
偏
差
を
定
め
る


件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
三
四
三
）


〇
周
波
数
割
当
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
件


（
同
三
四
四
）


〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団


体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
の
提
出
が


あ
っ
た
の
で
要
旨
（
平
成
七
年
分
〜
平
成


二
十
六
年
分
）
を
公
表
す
る
件


（
同
三
四
五
）


〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団


体
の
解
散
に
係
る
収
支
に
関
す
る
報
告
書


の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
要
旨
（
平
成
二
十


三
年
分
・
平
成
二
十
五
年
分
〜
平
成
二
十


七
年
分
）
を
公
表
す
る
件
（
同
三
四
六
）


〇
種
苗
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ


き
品
種
登
録
出
願
を
公
表
す
る
件


（
農
林
水
産
一
六
五
五
）










省


令


平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報


第
十
四
条
第
一
項
の
表
七
の
項
送
信
設
備
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。


無
人
移
動
体
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
送
信
設
備
で
あ
つ
て
、
二
、
四
八
三
・
五
MHz
を
超
え
二
、
四


九
四
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の


第
十
四
条
第
一
項
の
表
八
の
項


中
「
一
四
二
・
九
九
MHz
以
下
」の
下
に「
、
一
四
六
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
六
・


九
九
MHz
以
下
」
を
加
え
る
。


第
二
十
四
条
第
十
四
項
中
「
直
交
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
」
を
「
無


人
移
動
体
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
無
線
設
備
（
二
、
四
八
三
・
五
MHz
を
超
え
二
、四
九
四
MHz
以
下
又
は
五
、


六
五
〇
MHz
を
超
え
五
、
七
五
五
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。）、
直
交
周
波
数
分
割
多
元
接


続
方
式
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
」
に
改
め
る
。


第
四
十
九
条
の
十
四
第
一
号
中
「
一
四
二
・
九
九
MHz
以
下
」
の
下
に
「
、
一
四
六
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
六
・
九


九
MHz
以
下
」
を
加
え
、
同
号
ヘ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。


ヘ


送
信
装
置
の
隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
総
務
大
臣
が
こ
の


条
件
を
適
用
す
る
こ
と
が
困
難
又
は
不
合
理
と
認
め
る
送
信
装
置
で
あ
つ
て
、
別
に
告
示
す
る
技
術
的
条
件


に
適
合
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。


チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
六
・
二
五
kHz
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
六
・
二
五
kHz
離
れ
た
周


波
数
の
（
±
）
二
kHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ
れ
る
電
力
が
搬
送
波
電
力
よ
り
四
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い
値
で


あ
る
こ
と
。


以
外
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
一
二
・
五
kHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）
四
・
二


五
kHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ
れ
る
電
力
が
搬
送
波
電
力
よ
り
四
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い
値
で
あ
る
こ
と
。


第
四
十
九
条
の
十
四
第
二
号
中
「
一
四
二
・
九
九
MHz
以
下
」
の
下
に
「
及
び
一
四
六
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
六
・


九
九
MHz
以
下
」
を
加
え
、
同
号
ニ
中
「
搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
二
〇
kHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）
八
kHz
の
帯
域
内
に


輻
射
さ
れ
る
電
力
が
一
マ
イ
ク
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
絶
対
利
得
が
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
送
信
空


〇
総
務
省
令
第
八
十
三
号


電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省


令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。


平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日


総
務
大
臣


山
本


早
苗


電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令


（
電
波
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）


第
一
条


電
波
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。


第
六
条
第
四
項
第
二
号


中
「
、


に
規
定
す
る
国
際
輸
送
用
デ
ー
タ
伝
送
並
び
に


に
規
定
す
る
ミ
リ
波
デ
ー


タ
伝
送
」
を
「
並
び
に


に
規
定
す
る
国
際
輸
送
用
デ
ー
タ
伝
送
」
に
改
め
、
同
号


中
「
動
物
検
知
通
報
シ
ス
テ


ム
」
を
「
人
・
動
物
検
知
通
報
シ
ス
テ
ム
」
に
、「
動
物
の
」
を
「
人
又
は
動
物
の
」
に
改
め
、「
無
線
通
信
を
行
う
」


の
下
に
「
無
線
局
の
」
を
、「
一
四
二
・
九
九
MHz
以
下
」
の
下
に
「
及
び
一
四
六
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
六
・
九
九
MHz


以
下
」
を
加
え
る
。


第
六
条
の
二
第
四
号
中
「
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線
設
備
（
電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
な
い
も
の
に
限
る
。）」


を
「
電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
な
い
無
線
局
の
無
線
設
備
」
に
改
め
る
。


第
四
十
一
条
の
二
の
六
第
八
号


中
「
第
十
二
号
」
を
「
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。


（
無
線
設
備
規
則
の
一
部
改
正
）


第
二
条


無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。


目
次
中
「
第
四
節
の
三
十


四
〇
〇
MHz
帯
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
陸
上
移
動
業
務
の
無
線
局
の
無
線
設


備
（
第
四
十
九
条
の
三
十
二
）」を
「
第
四
節
の
三
十


四
〇
〇
MHz
帯
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
陸
上
移
動
業
務


第
四
節
の
三
十
一


無
人
移
動
体
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
無
線
設
備


の
無
線
局
の
無
線
設
備
（
第
四
十
九
条
の
三
十
二
）


（
第
四
十
九
条
の
三
十
三
）


」に
改
め
る
。


第
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。


十
四


「
無
人
移
動
体
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
一
六
九
・
〇
五
MHz
を
超
え
一
六
九
・
三
九
七
五
MHz
以
下
、


一
六
九
・
八
〇
七
五
MHz
を
超
え
一
七
〇
MHz
以
下
、
二
、
四
八
三
・
五
MHz
を
超
え
二
、
四
九
四
MHz
以
下
又
は
五
、


六
五
〇
MHz
を
超
え
五
、
七
五
五
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
自
動
的
に
若
し
く
は
遠
隔
操
作
に
よ
り


動
作
す
る
移
動
体
に
開
設
さ
れ
た
陸
上
移
動
局
又
は
携
帯
局
が
主
と
し
て
画
像
伝
送
を
行
う
た
め
の
無
線
通
信


（
当
該
移
動
体
の
制
御
を
行
う
も
の
を
含
む
。）を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。


第
九
条
の
四
第
五
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
以
下
同
じ
。）」
の
下
に
「
又
は
五
七
GHz
を
超
え
六


六
GHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
小
電
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
（
施
行
規
則
第
六
条
第
四
項
第


四
号
に
規
定
す
る
無
線
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
八
号
ハ
中
「
施
行
規
則
第
六
条
第
四
項
第
四


号
に
規
定
す
る
無
線
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。」を
「
五
七
GHz
を
超
え
六
六
GHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も


の
を
除
く
。」に
改
め
る
。










別
表
第
一
号
の
表
六
の
項
中 「



そ
の
他
の
移
動
局
（
注
44）


ア
100
M
H
z を
超
え
142
M
H
z 以
下
の
も
の


及
び
1620375


M
H
z を
超
え
235
M
H
z 以
下


の
も
の
（
注
28、
52）


」


を 「

そ
ア
及の


の
他
の
移
動
局
（
注
44）


100
M
H
z を
超
え
142
M
H
z 以
下
の
も
の


び
1620375M


H
z を
超
え
235M


H
z 以
下


も
の
（
注
28、
52、
57）


９
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
の
無
線
局
、
特
定
小
電
力
無


線
局
及
び
小
電
力
セ
キ
ユ
リ
テ
イ
シ
ス
テ
ム
の
無


線
局
（
注
34、
36、
41）


10
地
球
局
及
び
宇
宙
局


」


に
、


「


４20
」


を 「
９
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
の
無
線
局
及
び
小
電
力
セ


キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
（
注
34、
41）


10
特
定
小
電
力
無
線
局
（
注
36）



チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
625k


H
z の
も
の


ア
14293


M
H
z を
超
え
14299


M
H
z 以
下


の
も
の
及
び
14693


M
H
z を
超
え
14699


M
H
z 以
下
の
も
の


イ
そ
の
他
の
周
波
数
の
も
の



そ
の
他
の
も
の


11
地
球
局
及
び
宇
宙
局


４25２４20
」


に
改
め
、同
表
七


の
項
中「


４
特
定
小
電
力
無
線
局
（
注
36）


４
」


を 「
４
特
定
小
電
力
無



チ
ャ
ネ
ル
間



そ
の
他
の
も


平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報


中
線
を
使
用
す
る
無
線
設
備
に
あ
つ
て
は
、
等
価
等
方
輻
射
電
力
で
一
マ
イ
ク
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
」
を
「
総
務
大
臣
が


別
に
告
示
す
る
技
術
的
条
件
に
適
合
す
る
も
の
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同


号
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。


ハ


無
線
チ
ャ
ネ
ル
は
、
単
位
チ
ャ
ネ
ル
（
中
心
周
波
数
が
、
一
四
二
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
二
・
九
九
MHz
以


下
の
周
波
数
の
う
ち
一
四
二
・
九
三
四
三
七
五
MHz
及
び
一
四
二
・
九
三
四
三
七
五
MHz
に
六
・
二
五
kHz
の
整
数


倍
を
加
え
た
も
の
並
び
に
こ
れ
に
四
MHz
を
加
え
た
も
の
で
あ
つ
て
、
帯
域
幅
が
五
・
八
kHz
の
チ
ャ
ネ
ル
を
い


う
。）を
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
時
使
用
可
能
な
最
大
チ
ャ
ネ
ル
数
は
三
と


し
、
三
チ
ャ
ネ
ル
の
同
時
使
用
は
中
心
周
波
数
が
一
四
二
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
二
・
九
九
MHz
以
下
の
場
合


で
あ
つ
て
、
伝
送
速
度
が
毎
秒
九
、
六
〇
〇
ビ
ッ
ト
以
上
の
デ
ー
タ
伝
送
を
行
う
と
き
に
限
る
。


第
四
章
第
四
節
の
三
十
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。


第
四
節
の
三
十
一


無
人
移
動
体
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
無
線
設
備


第
四
十
九
条
の
三
十
三


無
人
移
動
体
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
無
線
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合


す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


一


通
信
方
式
は
、
単
向
通
信
方
式
、
同
報
通
信
方
式
、
単
信
方
式
又
は
複
信
方
式
で
あ
る
こ
と
。


二


空
中
線
電
力
は
、
一
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。


三


送
信
装
置
の
隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。


イ


一
六
九
・
〇
五
MHz
を
超
え
一
六
九
・
三
九
七
五
MHz
以
下
又
は
一
六
九
・
八
〇
七
五
MHz
を
超
え
一
七
〇
MHz
以


下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の


占
有
周
波
数
帯
幅
が
一
〇
〇
kHz
以
下
の
場
合


搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
一
〇
〇
kHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）五
〇
kHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ
れ
る
電
力
が
、


搬
送
波
電
力
よ
り
四
五
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い
値


占
有
周
波
数
帯
幅
が
一
〇
〇
kHz
を
超
え
二
〇
〇
kHz
以
下
の
場
合


搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
二
〇
〇
kHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）
一
〇
〇
kHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ
れ
る
電
力


が
、
搬
送
波
電
力
よ
り
四
五
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い
値


占
有
周
波
数
帯
幅
が
二
〇
〇
kHz
を
超
え
三
〇
〇
kHz
以
下
の
場
合


搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
三
〇
〇
kHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）
一
五
〇
kHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ
れ
る
電
力


が
、
搬
送
波
電
力
よ
り
四
五
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い
値


ロ


五
、
六
五
〇
MHz
を
超
え
五
、
七
五
五
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の


占
有
周
波
数
帯
幅
が
四
・
五
MHz
以
下
の
場
合


搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
五
MHz
及
び
一
〇
MHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）
二
・
二
五
MHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ


れ
る
平
均
電
力
が
、
搬
送
波
の
平
均
電
力
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
二
五
デ
シ
ベ
ル
及
び
四
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い


値


占
有
周
波
数
帯
幅
が
四
・
五
MHz
を
超
え
九
MHz
以
下
の
場
合


搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
一
〇
MHz
及
び
二
〇
MHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）
四
・
五
MHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ


れ
る
平
均
電
力
が
、
搬
送
波
の
平
均
電
力
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
二
五
デ
シ
ベ
ル
及
び
四
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い


値
占
有
周
波
数
帯
幅
が
九
MHz
を
超
え
一
九
・
七
MHz
以
下
の
場
合


搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
二
〇
MHz
及
び
四
〇
MHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）
九
・
五
MHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ


れ
る
平
均
電
力
が
、
搬
送
波
の
平
均
電
力
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
二
五
デ
シ
ベ
ル
及
び
四
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い


値


四


送
信
空
中
線
の
絶
対
利
得
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。


イ


一
六
九
・
〇
五
MHz
を
超
え
一
六
九
・
三
九
七
五
MHz
以
下
又
は
一
六
九
・
八
〇
七
五
MHz
を
超
え
一
七
〇
MHz
以


下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
五
・
一
二
デ
シ
ベ
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、


等
価
等
方
輻
射
電
力
が
五
・
一
二
デ
シ
ベ
ル
（
一
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）以
下
と
な
る
場
合
は
、


そ
の
低
下
分
を
空
中
線
の
利
得
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。


ロ


イ
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
六
デ
シ
ベ
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
等
価
等
方
輻


射
電
力
が
六
デ
シ
ベ
ル
（
一
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）以
下
と
な
る
場
合
は
、
そ
の
低
下
分
を
空
中


線
の
利
得
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。


第
五
十
七
条
の
三
中
「
時
分
割
・
シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス


シ
ス
テ
ム
の
無
線
設
備
の
試
験
の
た
め
の
通
信
等
を
行
う
無
線
局
」
の
下
に
「
、
無
人
移
動
体
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム


の
無
線
局
」
を
加
え
る
。


第
五
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
中
「
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
」
の
下
に
「
、
無
人
移
動
体
画


像
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
」
を
加
え
る
。










線局（注36）
隔が125kHzのもの
の


２
４ 」


に 改 め 、 同 表 八 の 項 中「 ２ 陸上局及び移動局（注
47）


20、31、34、36、
」 を「 ２ 陸上局及び移動局（注20、31、34、36、


47、57） 」 に 改 め 、 同 表 の 注 に 次 の


よ う に 加 え る 。


別 表 第 三 号 60 中「58まで」 を「60まで」 に 改 め 、 同 表 中 60 を 61 と し 、 59 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。


60 無人移動体画像伝送システムの無線局（16905MHzを超え1693975MHz以下及び1698075
MHzを超え170MHz以下の周波数の電波を使用するものを除く。）の無線設備の不要発射の強
度の許容値は、２及び18に規定する値にかかわらず、次のとおりとする。
 24835MHzを超え2494MHz以下の周波数の電波を使用するもの
ア 占有周波数帯幅が45MHz以下のもの


周 波 数 帯 不要発射の強度の許容値


24785MHz未満及び24985MHzを超え
2500MHz以下


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が20W以下


24785MHz以上 2481MHz未満及び
2496MHzを超え24985MHz以下


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が300W以下


2481MHz以上248325MHz未満及び
249375MHzを超え2496MHz以下


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が２mW以下


2500MHzを超え2510MHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が10W以下


2510MHzを超えるもの 任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が１W以下


イ 占有周波数帯幅が45MHzを超え９MHz以下のもの


周 波 数 帯 不要発射の強度の許容値


24735MHz未満及び2500MHzを超え
2510MHz以下


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が10W以下


24735MHz以上24785MHz未満及び
24985MHzを超え2500MHz以下


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が150W以下


24785MHz以上 2483MHz未満及び
24945MHzを超え24985MHz以下


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が１mW以下


2510MHzを超えるもの 任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が１W以下


 5650MHzを超え5755MHz以下の周波数の電波を使用するもの
ア 占有周波数帯幅が45MHz以下のもの


周 波 数 帯 不要発射の強度の許容値


5590MHz未満及び5815MHz以上 任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が063W以下


5590MHz以上5630MHz未満及び5775
MHz以上5815MHz未満


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が３W以下


5630MHz以上5640MHz未満及び5765
MHz以上5775MHz未満


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が63W以下


イ 占有周波数帯幅が45MHzを超え197MHz以下のもの


周 波 数 帯 不要発射の強度の許容値


5590MHz未満及び5815MHz以上 任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が063W以下


5590MHz以上5630MHz未満及び5775
MHz以上5815MHz未満


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が３W以下


平
成


年

月


日
水
曜
日


(号
外
第



号
)


官
報


57 無人移動体画像伝送システムの無線局の送信設備に使用する電波の周波数の許容偏差は、こ
の表並びに注20及び31に規定する値にかかわらず、次のとおりとする。
 16905MHzを超え1693975MHz以下又は1698075MHzを超え170MHz以下の周波数の電
波を使用するもの ３（10－６）


 24835MHzを超え2494MHz以下の周波数の電波を使用するもの 50（10－６）
 5650MHzを超え5755MHz以下の周波数の電波を使用するもの 20（10－６）


別 表 第 二 号 第 28 中「85kHz」 を「次のとおり」 に 改 め 、 同 第 28 に 次 の よ う に 加 え る 。


 占有周波数帯幅が58kHz以下のもの 58kHz
 占有周波数帯幅が58kHzを超えるもの 85kHz


別 表 第 二 号 に 次 の よ う に 加 え る 。


第72 無人移動体画像伝送システムの無線局の無線設備の占有周波数帯幅の許容値は、第１から
第４まで及び第13の規定にかかわらず、次のとおり指定する。この指定をする場合には、電波
の型式に冠して表示する。
 16905MHzを超え1693975MHz以下及び1698075MHzを超え170MHz以下の周波数の電
波を使用するもの
ア 占有周波数帯幅が100kHz以下のもの 100kHz
イ 占有周波数帯幅が100kHzを超え200kHz以下のもの 200kHz
ウ 占有周波数帯幅が200kHzを超え300kHz以下のもの 300kHz
 24835MHzを超え2494MHz以下の周波数の電波を使用するもの
ア 占有周波数帯幅が45MHz以下のもの 45MHz
イ 占有周波数帯幅が45MHzを超え９MHz以下のもの ９MHz
 5650MHzを超え5755MHz以下の周波数の電波を使用するもの
ア 占有周波数帯幅が45MHz以下のもの 45MHz
イ 占有周波数帯幅が45MHzを超え９MHz以下のもの ９MHz
ウ 占有周波数帯幅が９MHzを超え197MHz以下のもの 197MHz


（ 特 定 無 線 設 備 の 技 術 基 準 適 合 証 明 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 ）


第 三 条 特 定 無 線 設 備 の 技 術 基 準 適 合 証 明 等 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 五 十 六 年 郵 政 省 令 第 三 十 七 号 ） の 一


部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。


第 二 条 第 一 項 第 一 号 の 九 中 「 第 一 号 の 二 」 を 「 第 二 十 五 号 か ら 第 二 十 五 号 の 三 ま で 」 に 改 め 、 同


項 第 一 号 の 十 中 「 第 一 号 か ら 第 一 号 の 五 ま で 、 第 一 号 の 七 及 び 前 号 」 を 「 第 一 号 の 四 、 第 二 十 五 号


の 四 、 第 二 十 五 号 の 五 及 び 第 七 十 二 号 」 に 改 め 、 同 項 第 二 十 号 の 二 中 「 別 表 第 二 号 に お い て 同 じ 。 」


を 削 り 、 同 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。


七 十 二 設 備 規 則 第 四 十 九 条 の 三 十 三 に お い て そ の 無 線 設 備 の 条 件 が 定 め ら れ て い る 陸 上 移 動 局


又 は 携 帯 局 に 使 用 す る た め の 無 線 設 備










「
第二条第一項第七十一号の無線設備


「
第二条第一項第七十一号の無線設備


第二条第一項第七十二号の無線設備


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


別
表
第
一
号
一


ア
の
表
中


を


に
改
め
、
同
表
の
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。


〇注23


様
式
第
七
号
注
４
の
表
中
「第


２
条
第
１
項
第
71号
に
掲
げ
る
無
線
設
備


Ｙ
Ｔ


」
を


「第
２
条
第
１
項
第
71号
に
掲
げ
る
無
線
設
備


第
２
条
第
１
項
第
72号
に
掲
げ
る
無
線
設
備


Ｙ
Ｔ


Ｒ
Ｂ


」
に
改
め
る
。


〇


〇


〇


」


」


23


二
、
四
八
三
・
五
MHz
を
超
え
二
、
四
九
四
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。


平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報


（
電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）


第
四
条


電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
総
務
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の


よ
う
に
改
正
す
る
。


第
二
条
の
う
ち
、
無
線
設
備
規
則
別
表
第
三
号
の
改
正
規
定
中
「
同
表
36


を
削
り
、
同
36


イ
中「


14
イ
」


を「
14
イ
」


に
改
め
、
同


を
同
36


と
し
、
同
36


中「
14
」


を「
14
」


に
改
め
、同


を
同
36


と
し
、


同
36
中


を


と
し
、


を


と
し
、


を


と
す
る
」
を
「
同
表
37


を
削
り
、
同
37


イ
中「


14
イ
」


を


「
14
イ
」


に
改
め
、
同


を
同
37


と
し
、
同
37


中「
14
」


を「
14
」


に
改
め
、
同


を
同
37


と
し
、


同
37
中


を


と
し
、


を


と
し
、


を


と
す
る
」
に
改
め
る
。










平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報


附


則


（
施
行
期
日
）


１


こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


（
経
過
措
置
）


２


こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
一
四
二
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
二
・
九
九
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
特


定
小
電
力
無
線
局
の
無
線
設
備
に
係
る
法
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
適
合
証
明
又
は
法


第
三
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
工
事
設
計
認
証
（
以
下
「
技
術
基
準
適
合
証
明
等
」
と
い
う
。）を
受
け


て
い
る
無
線
設
備
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
六
条
第
四
項
第
二
号


に
規
定
す
る
人
・
動


物
検
知
通
報
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
無
線
設
備
と
み
な
す
。


３


こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
受
け
て
い
る
一
四
二
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
二
・
九
九
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を


使
用
す
る
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線
設
備
に
係
る
技
術
基
準
適
合
証
明
等
は
、こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
、


な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。


４


第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
設
備
規
則
の
条
件
に
適
合
す
る
一
四
二
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
二
・
九
九
MHz
以


下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
三
年
八
月
三
十
一
日


ま
で
の
間
に
限
り
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
技
術
基
準
適
合
証


明
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
技
術
基
準
適
合
証
明
等
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
前
項


の
規
定
を
準
用
す
る
。


（
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
種
別
）


第
三
条


法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
運
送
法
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
七
十
九
条
の
二


第
一
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
別
は
、
道
路
運
送
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十


六
年
運
輸
省
令
第
七
十
五
号
）
第
五
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
と
す
る
。


（
申
請
書
の
記
載
事
項
）


第
四
条


法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
運
送
法
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
七
十
九
条
の
二


第
一
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
道
路
運
送
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ


ら
ず
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。


一


法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
計
画
（
以
下
単
に
「
区
域
計


画
」
と
い
う
。）に
定
め
ら
れ
た
路
線
又
は
運
送
の
区
域


二


事
務
所
の
名
称
及
び
位
置


三


事
務
所
ご
と
に
配
置
す
る
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
の
用
に
供
す
る
自
家
用
自
動
車
（
以
下
「
自
家
用
有


償
観
光
旅
客
等
運
送
自
動
車
」
と
い
う
。）の
数
及
び
そ
の
種
類
ご
と
の
数


四


旅
客
か
ら
収
受
す
る
対
価


（
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類
）


第
五
条


法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
運
送
法
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
七
十
九
条
の
二


第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
道
路
運
送
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を


添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


一


第
一
条
第
二
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書


並
び
に
役
員
の
名
簿
（
同
条
第
四
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
）


二


路
線
を
定
め
て
行
う
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
を
行
お
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
路
線
図


三


法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
運
送
法
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
七
十
九
条
の
四
第


一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
旨
を
証
す
る
書
類


四


自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
自
動
車
に
つ
い
て
の
使
用
権
原
を
証
す
る
書
類


五


自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
自
動
車
の
運
転
者
が
、
道
路
運
送
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
六
第
一
項
に


規
定
す
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類


六


道
路
運
送
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
運
行
管
理
の
責
任
者
及
び
運
行
管
理
の
体
制


を
記
載
し
た
書
類


七


道
路
運
送
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
二
十
に
規
定
す
る
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
自
動
車
の
整
備
管
理


の
責
任
者
及
び
整
備
管
理
の
体
制
を
記
載
し
た
書
類


〇
国
土
交
通
省
令
第
六
十
二
号


国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
の
施
行
に
伴


い
、
並
び
に
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定


に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す


る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。


平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日


国
土
交
通
大
臣


石
井


啓
一


国
土
交
通
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令


国
土
交
通
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
国
土
交
通
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次


の
よ
う
に
改
正
す
る
。


第
三
条
中
「
第
二
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
二
項
」
に
、「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第


二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
二
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
一
条
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第


二
十
三
条
第
二
項
」
に
、「
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条


と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
十
条
を
加
え
る
。


（
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
者
）


第
一
条


国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
以
下
「
法
」と
い
う
。）第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、


次
の
と
お
り
と
す
る
。


一


市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）


二


特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人


三


一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人


四


地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
認
可
地
縁
団
体


五


農
業
協
同
組
合


六


消
費
生
活
協
同
組
合


七


医
療
法
人


八


社
会
福
祉
法
人


九


商
工
会
議
所


十


商
工
会


十
一


営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
格
を
有
し
な
い
社
団
で
あ
っ
て
、
代
表
者
の
定
め
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
代
表


者
が
道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
七
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で


の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
も
の


（
法
第
十
六
条
の
二
第
四
項
の
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
）


第
二
条


法
第
十
六
条
の
二
第
四
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
は
、
国
家
戦
略
特
別


区
域
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
事
業
（
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
自
家
用
有


償
観
光
旅
客
等
運
送
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
（
法
第
十
六
条
の
二
第
一


項
に
規
定
す
る
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
そ
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
と


な
る
市
町
村
の
区
域
内
に
路
線
を
有
す
る
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
営
業
所
を
有
す
る
一
般
旅
客
自
動
車


運
送
事
業
者
そ
の
他
の
現
に
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て
営
業
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
一
般
旅
客
自
動
車
運


送
事
業
者
と
す
る
。
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〔
省


令
〕


〇
電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る


省
令
（
総
務
八
三
）


〇
国
土
交
通
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法


施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令


（
国
土
交
通
六
二
）


〇
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
等
の
一
部
を


改
正
す
る
省
令
（
同
六
三
）


〔
告


示
〕


〇
免
許
を
要
し
な
い
無
線
局
の
用
途
並
び
に


電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
を
定
め
る
件
の


一
部
を
改
正
す
る
件
（
総
務
三
三
五
）


〇
特
定
小
電
力
無
線
局
の
用
途
、
電
波
の
型


式
及
び
周
波
数
並
び
に
空
中
線
電
力
を
定


め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件


（
同
三
三
六
）


〇
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線
設
備
の
一
の


筐
体
に
収
め
る
こ
と
を
要
し
な
い
装
置
、


送
信
時
間
制
限
装
置
及
び
キ
ャ
リ
ア
セ
ン


ス
の
技
術
的
条
件
等
を
定
め
る
件
の
一
部


を
改
正
す
る
件
（
同
三
三
七
）


〇
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
の
細
目
を
定


め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示


（
国
土
交
通
九
六
六
）


〇
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
二
章
及
び


第
三
章
の
規
定
の
適
用
関
係
の
整
理
の
た


め
必
要
な
事
項
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を


改
正
す
る
告
示
（
同
九
六
七
）


〇
道
路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
第
五
十
五
条


第
一
項
、
第
五
十
六
条
第
一
項
及
び
第
五


十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
国
土
交
通
大


臣
が
告
示
で
定
め
る
も
の
を
定
め
る
告
示


の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
（
同
九
六
八
）


〇
装
置
型
式
指
定
規
則
第
五
条
第
一
項
に
規


定
す
る
国
土
交
通
大
臣
が
告
示
で
定
め
る


国
を
定
め
る
告
示
一
部
を
改
正
す
る
告
示


（
同
九
六
九
）


〇
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
運
輸
規
則
第
七
条


の
二
第
一
項
の
運
送
引
受
書
の
記
載
事
項


を
定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
件


（
同
九
七
〇
）


〇
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
が
事
業
用
自
動


車
の
運
転
者
に
対
し
て
行
う
指
導
及
び
監


督
の
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示


（
同
九
七
一
）


〇
道
路
に
関
す
る
件


（
東
北
地
方
整
備
局
一
八
九
）


〇
道
路
に
関
す
る
件


（
関
東
地
方
整
備
局
二
七
九
、
二
八
〇
）


〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件
（
同
二
八
一
）


〇
道
路
に
関
す
る
件


（
中
部
地
方
整
備
局
九
五
）


〇
道
路
に
関
す
る
件


（
四
国
地
方
整
備
局
一
〇
一
、
一
〇
二
）


〇
道
路
に
関
す
る
件


（
九
州
地
方
整
備
局
一
二
二
〜
一
二
四
）


〔
資


料
〕


国
庫
歳
入
歳
出
状
況
（
平
成
二
十
八
年
度
平


成
二
十
八
年
六
月
分
）（
財
務
省
）


〔
公


告
〕


諸
事
項


官
庁外


国
監
査
法
人
等
関
係


裁
判
所


破
産
、
免
責
、
再
生
関
係


特
殊
法
人
等


独
立
行
政
法
人
国
立
女
性
教
育
会
館
平
成


二
十
七
事
業
年
度
財
務
諸
表
、
平
成
二
十


七
年
度
・
事
業
年
度
決
算
等
（
北
海
道
旅


客
鉄
道
株
式
会
社
・
四
国
旅
客
鉄
道
株
式


会
社
・
日
本
貨
物
鉄
道
株
式
会
社
・
社
会


保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
・
農
水
産
業
協


同
組
合
貯
金
保
険
機
構
・
全
国
農
業
会
議


所
・
日
本
た
ば
こ
産
業
共
済
組
合
・
農
林


漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
・
日
本
鉄
道
共


済
組
合
）、
東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社


工
事
開
始
、
西
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社


料
金
の
額
及
び
徴
収
期
間
の
変
更
、
地
方


公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
機
構
に
お
け
る


機
構
保
存
本
人
確
認
情
報
の
提
供
状
況
、


社
会
保
険
労
務
士
名
簿
登
録
・
登
録
の
抹


消
・
紛
争
解
決
手
続
代
理
業
務
の
付
記
関


係
地
方
公
共
団
体


無
縁
墳
墓
等
改
葬
関
係


会
社
そ
の
他


会
社
決
算
公
告


〇
端
末
設
備
で
あ
っ
て
電
波
を
使
用
す
る
も


の
の
う
ち
、
利
用
者
か
ら
の
接
続
の
請
求


を
拒
め
な
い
も
の
を
定
め
る
件
の
一
部
を


改
正
す
る
件
（
同
三
三
八
）


〇
端
末
設
備
等
規
則
の
規
定
に
基
づ
く
識
別


符
号
の
条
件
等
を
定
め
る
件
の
一
部
を
改


正
す
る
件
（
同
三
三
九
）


〇
無
線
設
備
規
則
第
四
十
九
条
の
十
四
第
一


号
ハ
の
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
同
号


ハ
本
文
の
規
定
を
適
用
し
な
い
無
線
設
備


及
び
そ
の
送
信
空
中
線
の
技
術
的
条
件
を


定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件


（
同
三
四
〇
）


〇
別
に
定
め
る
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線


設
備
の
占
有
周
波
数
帯
幅
の
許
容
値
を
定


め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件


（
同
三
四
一
）


〇
別
に
定
め
る
特
定
小
電
力
無
線
局
の
送
信


設
備
の
不
要
発
射
の
強
度
の
許
容
値
を
定


め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件


（
同
三
四
二
）


〇
別
に
定
め
る
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線


設
備
及
び
周
波
数
の
許
容
偏
差
を
定
め
る


件
の
一
部
を
改
正
す
る
件
（
同
三
四
三
）


〇
周
波
数
割
当
計
画
の
一
部
を
変
更
す
る
件


（
同
三
四
四
）


〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団


体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
の
提
出
が


あ
っ
た
の
で
要
旨
（
平
成
七
年
分
〜
平
成


二
十
六
年
分
）
を
公
表
す
る
件


（
同
三
四
五
）


〇
政
治
資
金
規
正
法
の
規
定
に
よ
る
政
治
団


体
の
解
散
に
係
る
収
支
に
関
す
る
報
告
書


の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
要
旨
（
平
成
二
十


三
年
分
・
平
成
二
十
五
年
分
〜
平
成
二
十


七
年
分
）
を
公
表
す
る
件
（
同
三
四
六
）


〇
種
苗
法
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ


き
品
種
登
録
出
願
を
公
表
す
る
件


（
農
林
水
産
一
六
五
五
）










省


令


平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報


第
十
四
条
第
一
項
の
表
七
の
項
送
信
設
備
の
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。


無
人
移
動
体
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
送
信
設
備
で
あ
つ
て
、
二
、
四
八
三
・
五
MHz
を
超
え
二
、
四


九
四
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の


第
十
四
条
第
一
項
の
表
八
の
項


中
「
一
四
二
・
九
九
MHz
以
下
」の
下
に「
、
一
四
六
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
六
・


九
九
MHz
以
下
」
を
加
え
る
。


第
二
十
四
条
第
十
四
項
中
「
直
交
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
」
を
「
無


人
移
動
体
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
無
線
設
備
（
二
、
四
八
三
・
五
MHz
を
超
え
二
、四
九
四
MHz
以
下
又
は
五
、


六
五
〇
MHz
を
超
え
五
、
七
五
五
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。）、
直
交
周
波
数
分
割
多
元
接


続
方
式
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス
シ
ス
テ
ム
」
に
改
め
る
。


第
四
十
九
条
の
十
四
第
一
号
中
「
一
四
二
・
九
九
MHz
以
下
」
の
下
に
「
、
一
四
六
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
六
・
九


九
MHz
以
下
」
を
加
え
、
同
号
ヘ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。


ヘ


送
信
装
置
の
隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
総
務
大
臣
が
こ
の


条
件
を
適
用
す
る
こ
と
が
困
難
又
は
不
合
理
と
認
め
る
送
信
装
置
で
あ
つ
て
、
別
に
告
示
す
る
技
術
的
条
件


に
適
合
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。


チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
六
・
二
五
kHz
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
六
・
二
五
kHz
離
れ
た
周


波
数
の
（
±
）
二
kHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ
れ
る
電
力
が
搬
送
波
電
力
よ
り
四
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い
値
で


あ
る
こ
と
。


以
外
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
一
二
・
五
kHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）
四
・
二


五
kHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ
れ
る
電
力
が
搬
送
波
電
力
よ
り
四
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い
値
で
あ
る
こ
と
。


第
四
十
九
条
の
十
四
第
二
号
中
「
一
四
二
・
九
九
MHz
以
下
」
の
下
に
「
及
び
一
四
六
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
六
・


九
九
MHz
以
下
」
を
加
え
、
同
号
ニ
中
「
搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
二
〇
kHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）
八
kHz
の
帯
域
内
に


輻
射
さ
れ
る
電
力
が
一
マ
イ
ク
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
絶
対
利
得
が
〇
デ
シ
ベ
ル
以
下
の
送
信
空


〇
総
務
省
令
第
八
十
三
号


電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省


令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。


平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日


総
務
大
臣


山
本


早
苗


電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令


（
電
波
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）


第
一
条


電
波
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。


第
六
条
第
四
項
第
二
号


中
「
、


に
規
定
す
る
国
際
輸
送
用
デ
ー
タ
伝
送
並
び
に


に
規
定
す
る
ミ
リ
波
デ
ー


タ
伝
送
」
を
「
並
び
に


に
規
定
す
る
国
際
輸
送
用
デ
ー
タ
伝
送
」
に
改
め
、
同
号


中
「
動
物
検
知
通
報
シ
ス
テ


ム
」
を
「
人
・
動
物
検
知
通
報
シ
ス
テ
ム
」
に
、「
動
物
の
」
を
「
人
又
は
動
物
の
」
に
改
め
、「
無
線
通
信
を
行
う
」


の
下
に
「
無
線
局
の
」
を
、「
一
四
二
・
九
九
MHz
以
下
」
の
下
に
「
及
び
一
四
六
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
六
・
九
九
MHz


以
下
」
を
加
え
る
。


第
六
条
の
二
第
四
号
中
「
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線
設
備
（
電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
な
い
も
の
に
限
る
。）」


を
「
電
気
通
信
回
線
に
接
続
し
な
い
無
線
局
の
無
線
設
備
」
に
改
め
る
。


第
四
十
一
条
の
二
の
六
第
八
号


中
「
第
十
二
号
」
を
「
第
十
三
号
」
に
改
め
る
。


（
無
線
設
備
規
則
の
一
部
改
正
）


第
二
条


無
線
設
備
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。


目
次
中
「
第
四
節
の
三
十


四
〇
〇
MHz
帯
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
陸
上
移
動
業
務
の
無
線
局
の
無
線
設


備
（
第
四
十
九
条
の
三
十
二
）」を
「
第
四
節
の
三
十


四
〇
〇
MHz
帯
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
陸
上
移
動
業
務


第
四
節
の
三
十
一


無
人
移
動
体
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
無
線
設
備


の
無
線
局
の
無
線
設
備
（
第
四
十
九
条
の
三
十
二
）


（
第
四
十
九
条
の
三
十
三
）


」に
改
め
る
。


第
三
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。


十
四


「
無
人
移
動
体
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
一
六
九
・
〇
五
MHz
を
超
え
一
六
九
・
三
九
七
五
MHz
以
下
、


一
六
九
・
八
〇
七
五
MHz
を
超
え
一
七
〇
MHz
以
下
、
二
、
四
八
三
・
五
MHz
を
超
え
二
、
四
九
四
MHz
以
下
又
は
五
、


六
五
〇
MHz
を
超
え
五
、
七
五
五
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
自
動
的
に
若
し
く
は
遠
隔
操
作
に
よ
り


動
作
す
る
移
動
体
に
開
設
さ
れ
た
陸
上
移
動
局
又
は
携
帯
局
が
主
と
し
て
画
像
伝
送
を
行
う
た
め
の
無
線
通
信


（
当
該
移
動
体
の
制
御
を
行
う
も
の
を
含
む
。）を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
い
う
。


第
九
条
の
四
第
五
号
中
「
又
は
」
を
「
若
し
く
は
」
に
改
め
、「
以
下
同
じ
。）」
の
下
に
「
又
は
五
七
GHz
を
超
え
六


六
GHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
小
電
力
デ
ー
タ
通
信
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
（
施
行
規
則
第
六
条
第
四
項
第


四
号
に
規
定
す
る
無
線
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）」
を
加
え
、
同
条
第
八
号
ハ
中
「
施
行
規
則
第
六
条
第
四
項
第
四


号
に
規
定
す
る
無
線
局
を
い
う
。
以
下
同
じ
。」を
「
五
七
GHz
を
超
え
六
六
GHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も


の
を
除
く
。」に
改
め
る
。










別
表
第
一
号
の
表
六
の
項
中 「



そ
の
他
の
移
動
局
（
注
44）


ア
100
M
H
z を
超
え
142
M
H
z 以
下
の
も
の


及
び
1620375


M
H
z を
超
え
235
M
H
z 以
下


の
も
の
（
注
28、
52）


」


を 「

そ
ア
及の


の
他
の
移
動
局
（
注
44）


100
M
H
z を
超
え
142
M
H
z 以
下
の
も
の


び
1620375M


H
z を
超
え
235M


H
z 以
下


も
の
（
注
28、
52、
57）


９
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
の
無
線
局
、
特
定
小
電
力
無


線
局
及
び
小
電
力
セ
キ
ユ
リ
テ
イ
シ
ス
テ
ム
の
無


線
局
（
注
34、
36、
41）


10
地
球
局
及
び
宇
宙
局


」


に
、


「


４20
」


を 「
９
コ
ー
ド
レ
ス
電
話
の
無
線
局
及
び
小
電
力
セ


キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
（
注
34、
41）


10
特
定
小
電
力
無
線
局
（
注
36）



チ
ャ
ネ
ル
間
隔
が
625k


H
z の
も
の


ア
14293


M
H
z を
超
え
14299


M
H
z 以
下


の
も
の
及
び
14693


M
H
z を
超
え
14699


M
H
z 以
下
の
も
の


イ
そ
の
他
の
周
波
数
の
も
の



そ
の
他
の
も
の


11
地
球
局
及
び
宇
宙
局


４25２４20
」


に
改
め
、同
表
七


の
項
中「


４
特
定
小
電
力
無
線
局
（
注
36）


４
」


を 「
４
特
定
小
電
力
無



チ
ャ
ネ
ル
間



そ
の
他
の
も


平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報


中
線
を
使
用
す
る
無
線
設
備
に
あ
つ
て
は
、
等
価
等
方
輻
射
電
力
で
一
マ
イ
ク
ロ
ワ
ッ
ト
以
下
」
を
「
総
務
大
臣
が


別
に
告
示
す
る
技
術
的
条
件
に
適
合
す
る
も
の
」
に
改
め
、
同
号
ニ
を
同
号
ホ
と
し
、
同
号
ハ
を
同
号
ニ
と
し
、
同


号
ロ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。


ハ


無
線
チ
ャ
ネ
ル
は
、
単
位
チ
ャ
ネ
ル
（
中
心
周
波
数
が
、
一
四
二
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
二
・
九
九
MHz
以


下
の
周
波
数
の
う
ち
一
四
二
・
九
三
四
三
七
五
MHz
及
び
一
四
二
・
九
三
四
三
七
五
MHz
に
六
・
二
五
kHz
の
整
数


倍
を
加
え
た
も
の
並
び
に
こ
れ
に
四
MHz
を
加
え
た
も
の
で
あ
つ
て
、
帯
域
幅
が
五
・
八
kHz
の
チ
ャ
ネ
ル
を
い


う
。）を
使
用
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
時
使
用
可
能
な
最
大
チ
ャ
ネ
ル
数
は
三
と


し
、
三
チ
ャ
ネ
ル
の
同
時
使
用
は
中
心
周
波
数
が
一
四
二
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
二
・
九
九
MHz
以
下
の
場
合


で
あ
つ
て
、
伝
送
速
度
が
毎
秒
九
、
六
〇
〇
ビ
ッ
ト
以
上
の
デ
ー
タ
伝
送
を
行
う
と
き
に
限
る
。


第
四
章
第
四
節
の
三
十
の
次
に
次
の
一
節
を
加
え
る
。


第
四
節
の
三
十
一


無
人
移
動
体
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
無
線
設
備


第
四
十
九
条
の
三
十
三


無
人
移
動
体
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
無
線
設
備
は
、
次
に
掲
げ
る
条
件
に
適
合


す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


一


通
信
方
式
は
、
単
向
通
信
方
式
、
同
報
通
信
方
式
、
単
信
方
式
又
は
複
信
方
式
で
あ
る
こ
と
。


二


空
中
線
電
力
は
、
一
ワ
ッ
ト
以
下
で
あ
る
こ
と
。


三


送
信
装
置
の
隣
接
チ
ャ
ネ
ル
漏
え
い
電
力
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。


イ


一
六
九
・
〇
五
MHz
を
超
え
一
六
九
・
三
九
七
五
MHz
以
下
又
は
一
六
九
・
八
〇
七
五
MHz
を
超
え
一
七
〇
MHz
以


下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の


占
有
周
波
数
帯
幅
が
一
〇
〇
kHz
以
下
の
場
合


搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
一
〇
〇
kHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）五
〇
kHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ
れ
る
電
力
が
、


搬
送
波
電
力
よ
り
四
五
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い
値


占
有
周
波
数
帯
幅
が
一
〇
〇
kHz
を
超
え
二
〇
〇
kHz
以
下
の
場
合


搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
二
〇
〇
kHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）
一
〇
〇
kHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ
れ
る
電
力


が
、
搬
送
波
電
力
よ
り
四
五
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い
値


占
有
周
波
数
帯
幅
が
二
〇
〇
kHz
を
超
え
三
〇
〇
kHz
以
下
の
場
合


搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
三
〇
〇
kHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）
一
五
〇
kHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ
れ
る
電
力


が
、
搬
送
波
電
力
よ
り
四
五
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い
値


ロ


五
、
六
五
〇
MHz
を
超
え
五
、
七
五
五
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の


占
有
周
波
数
帯
幅
が
四
・
五
MHz
以
下
の
場
合


搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
五
MHz
及
び
一
〇
MHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）
二
・
二
五
MHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ


れ
る
平
均
電
力
が
、
搬
送
波
の
平
均
電
力
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
二
五
デ
シ
ベ
ル
及
び
四
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い


値


占
有
周
波
数
帯
幅
が
四
・
五
MHz
を
超
え
九
MHz
以
下
の
場
合


搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
一
〇
MHz
及
び
二
〇
MHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）
四
・
五
MHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ


れ
る
平
均
電
力
が
、
搬
送
波
の
平
均
電
力
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
二
五
デ
シ
ベ
ル
及
び
四
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い


値
占
有
周
波
数
帯
幅
が
九
MHz
を
超
え
一
九
・
七
MHz
以
下
の
場
合


搬
送
波
の
周
波
数
か
ら
二
〇
MHz
及
び
四
〇
MHz
離
れ
た
周
波
数
の
（
±
）
九
・
五
MHz
の
帯
域
内
に
輻
射
さ


れ
る
平
均
電
力
が
、
搬
送
波
の
平
均
電
力
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
二
五
デ
シ
ベ
ル
及
び
四
〇
デ
シ
ベ
ル
以
上
低
い


値


四


送
信
空
中
線
の
絶
対
利
得
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
こ
と
。


イ


一
六
九
・
〇
五
MHz
を
超
え
一
六
九
・
三
九
七
五
MHz
以
下
又
は
一
六
九
・
八
〇
七
五
MHz
を
超
え
一
七
〇
MHz
以


下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
に
あ
つ
て
は
、
五
・
一
二
デ
シ
ベ
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、


等
価
等
方
輻
射
電
力
が
五
・
一
二
デ
シ
ベ
ル
（
一
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）以
下
と
な
る
場
合
は
、


そ
の
低
下
分
を
空
中
線
の
利
得
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。


ロ


イ
に
掲
げ
る
も
の
以
外
の
も
の
に
あ
つ
て
は
、
六
デ
シ
ベ
ル
以
下
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
等
価
等
方
輻


射
電
力
が
六
デ
シ
ベ
ル
（
一
ワ
ッ
ト
を
〇
デ
シ
ベ
ル
と
す
る
。）以
下
と
な
る
場
合
は
、
そ
の
低
下
分
を
空
中


線
の
利
得
で
補
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。


第
五
十
七
条
の
三
中
「
時
分
割
・
シ
ン
グ
ル
キ
ャ
リ
ア
周
波
数
分
割
多
元
接
続
方
式
広
帯
域
移
動
無
線
ア
ク
セ
ス


シ
ス
テ
ム
の
無
線
設
備
の
試
験
の
た
め
の
通
信
等
を
行
う
無
線
局
」
の
下
に
「
、
無
人
移
動
体
画
像
伝
送
シ
ス
テ
ム


の
無
線
局
」
を
加
え
る
。


第
五
十
七
条
の
三
の
二
第
一
項
中
「
小
電
力
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
」
の
下
に
「
、
無
人
移
動
体
画


像
伝
送
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
」
を
加
え
る
。










線局（注36）
隔が125kHzのもの
の


２
４ 」


に 改 め 、 同 表 八 の 項 中「 ２ 陸上局及び移動局（注
47）


20、31、34、36、
」 を「 ２ 陸上局及び移動局（注20、31、34、36、


47、57） 」 に 改 め 、 同 表 の 注 に 次 の


よ う に 加 え る 。


別 表 第 三 号 60 中「58まで」 を「60まで」 に 改 め 、 同 表 中 60 を 61 と し 、 59 の 次 に 次 の よ う に 加 え る 。


60 無人移動体画像伝送システムの無線局（16905MHzを超え1693975MHz以下及び1698075
MHzを超え170MHz以下の周波数の電波を使用するものを除く。）の無線設備の不要発射の強
度の許容値は、２及び18に規定する値にかかわらず、次のとおりとする。
 24835MHzを超え2494MHz以下の周波数の電波を使用するもの
ア 占有周波数帯幅が45MHz以下のもの


周 波 数 帯 不要発射の強度の許容値


24785MHz未満及び24985MHzを超え
2500MHz以下


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が20W以下


24785MHz以上 2481MHz未満及び
2496MHzを超え24985MHz以下


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が300W以下


2481MHz以上248325MHz未満及び
249375MHzを超え2496MHz以下


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が２mW以下


2500MHzを超え2510MHz以下 任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が10W以下


2510MHzを超えるもの 任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が１W以下


イ 占有周波数帯幅が45MHzを超え９MHz以下のもの


周 波 数 帯 不要発射の強度の許容値


24735MHz未満及び2500MHzを超え
2510MHz以下


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が10W以下


24735MHz以上24785MHz未満及び
24985MHzを超え2500MHz以下


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が150W以下


24785MHz以上 2483MHz未満及び
24945MHzを超え24985MHz以下


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が１mW以下


2510MHzを超えるもの 任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が１W以下


 5650MHzを超え5755MHz以下の周波数の電波を使用するもの
ア 占有周波数帯幅が45MHz以下のもの


周 波 数 帯 不要発射の強度の許容値


5590MHz未満及び5815MHz以上 任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が063W以下


5590MHz以上5630MHz未満及び5775
MHz以上5815MHz未満


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が３W以下


5630MHz以上5640MHz未満及び5765
MHz以上5775MHz未満


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が63W以下


イ 占有周波数帯幅が45MHzを超え197MHz以下のもの


周 波 数 帯 不要発射の強度の許容値


5590MHz未満及び5815MHz以上 任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が063W以下


5590MHz以上5630MHz未満及び5775
MHz以上5815MHz未満


任意の１MHzの帯域幅における平均電力
が３W以下


平
成


年

月


日
水
曜
日


(号
外
第



号
)


官
報


57 無人移動体画像伝送システムの無線局の送信設備に使用する電波の周波数の許容偏差は、こ
の表並びに注20及び31に規定する値にかかわらず、次のとおりとする。
 16905MHzを超え1693975MHz以下又は1698075MHzを超え170MHz以下の周波数の電
波を使用するもの ３（10－６）


 24835MHzを超え2494MHz以下の周波数の電波を使用するもの 50（10－６）
 5650MHzを超え5755MHz以下の周波数の電波を使用するもの 20（10－６）


別 表 第 二 号 第 28 中「85kHz」 を「次のとおり」 に 改 め 、 同 第 28 に 次 の よ う に 加 え る 。


 占有周波数帯幅が58kHz以下のもの 58kHz
 占有周波数帯幅が58kHzを超えるもの 85kHz


別 表 第 二 号 に 次 の よ う に 加 え る 。


第72 無人移動体画像伝送システムの無線局の無線設備の占有周波数帯幅の許容値は、第１から
第４まで及び第13の規定にかかわらず、次のとおり指定する。この指定をする場合には、電波
の型式に冠して表示する。
 16905MHzを超え1693975MHz以下及び1698075MHzを超え170MHz以下の周波数の電
波を使用するもの
ア 占有周波数帯幅が100kHz以下のもの 100kHz
イ 占有周波数帯幅が100kHzを超え200kHz以下のもの 200kHz
ウ 占有周波数帯幅が200kHzを超え300kHz以下のもの 300kHz
 24835MHzを超え2494MHz以下の周波数の電波を使用するもの
ア 占有周波数帯幅が45MHz以下のもの 45MHz
イ 占有周波数帯幅が45MHzを超え９MHz以下のもの ９MHz
 5650MHzを超え5755MHz以下の周波数の電波を使用するもの
ア 占有周波数帯幅が45MHz以下のもの 45MHz
イ 占有周波数帯幅が45MHzを超え９MHz以下のもの ９MHz
ウ 占有周波数帯幅が９MHzを超え197MHz以下のもの 197MHz


（ 特 定 無 線 設 備 の 技 術 基 準 適 合 証 明 等 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 省 令 ）


第 三 条 特 定 無 線 設 備 の 技 術 基 準 適 合 証 明 等 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 五 十 六 年 郵 政 省 令 第 三 十 七 号 ） の 一


部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。


第 二 条 第 一 項 第 一 号 の 九 中 「 第 一 号 の 二 」 を 「 第 二 十 五 号 か ら 第 二 十 五 号 の 三 ま で 」 に 改 め 、 同


項 第 一 号 の 十 中 「 第 一 号 か ら 第 一 号 の 五 ま で 、 第 一 号 の 七 及 び 前 号 」 を 「 第 一 号 の 四 、 第 二 十 五 号


の 四 、 第 二 十 五 号 の 五 及 び 第 七 十 二 号 」 に 改 め 、 同 項 第 二 十 号 の 二 中 「 別 表 第 二 号 に お い て 同 じ 。 」


を 削 り 、 同 項 に 次 の 一 号 を 加 え る 。


七 十 二 設 備 規 則 第 四 十 九 条 の 三 十 三 に お い て そ の 無 線 設 備 の 条 件 が 定 め ら れ て い る 陸 上 移 動 局


又 は 携 帯 局 に 使 用 す る た め の 無 線 設 備










「
第二条第一項第七十一号の無線設備


「
第二条第一項第七十一号の無線設備


第二条第一項第七十二号の無線設備


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


〇


別
表
第
一
号
一


ア
の
表
中


を


に
改
め
、
同
表
の
注
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。


〇注23


様
式
第
七
号
注
４
の
表
中
「第


２
条
第
１
項
第
71号
に
掲
げ
る
無
線
設
備


Ｙ
Ｔ


」
を


「第
２
条
第
１
項
第
71号
に
掲
げ
る
無
線
設
備


第
２
条
第
１
項
第
72号
に
掲
げ
る
無
線
設
備


Ｙ
Ｔ


Ｒ
Ｂ


」
に
改
め
る
。


〇


〇


〇


」


」


23


二
、
四
八
三
・
五
MHz
を
超
え
二
、
四
九
四
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
も
の
を
除
く
。


平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報


（
電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
一
部
改
正
）


第
四
条


電
波
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
平
成
二
十
八
年
総
務
省
令
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の


よ
う
に
改
正
す
る
。


第
二
条
の
う
ち
、
無
線
設
備
規
則
別
表
第
三
号
の
改
正
規
定
中
「
同
表
36


を
削
り
、
同
36


イ
中「


14
イ
」


を「
14
イ
」


に
改
め
、
同


を
同
36


と
し
、
同
36


中「
14
」


を「
14
」


に
改
め
、同


を
同
36


と
し
、


同
36
中


を


と
し
、


を


と
し
、


を


と
す
る
」
を
「
同
表
37


を
削
り
、
同
37


イ
中「


14
イ
」


を


「
14
イ
」


に
改
め
、
同


を
同
37


と
し
、
同
37


中「
14
」


を「
14
」


に
改
め
、
同


を
同
37


と
し
、


同
37
中


を


と
し
、


を


と
し
、


を


と
す
る
」
に
改
め
る
。










平成年月日 水曜日 (号外第号)官 報


附


則


（
施
行
期
日
）


１


こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。


（
経
過
措
置
）


２


こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
一
四
二
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
二
・
九
九
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
特


定
小
電
力
無
線
局
の
無
線
設
備
に
係
る
法
第
三
十
八
条
の
二
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
技
術
基
準
適
合
証
明
又
は
法


第
三
十
八
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規
定
す
る
工
事
設
計
認
証
（
以
下
「
技
術
基
準
適
合
証
明
等
」
と
い
う
。）を
受
け


て
い
る
無
線
設
備
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
施
行
規
則
第
六
条
第
四
項
第
二
号


に
規
定
す
る
人
・
動


物
検
知
通
報
シ
ス
テ
ム
の
無
線
局
の
無
線
設
備
と
み
な
す
。


３


こ
の
省
令
の
施
行
の
際
現
に
受
け
て
い
る
一
四
二
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
二
・
九
九
MHz
以
下
の
周
波
数
の
電
波
を


使
用
す
る
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線
設
備
に
係
る
技
術
基
準
適
合
証
明
等
は
、こ
の
省
令
の
施
行
後
に
お
い
て
も
、


な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
。


４


第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
設
備
規
則
の
条
件
に
適
合
す
る
一
四
二
・
九
三
MHz
を
超
え
一
四
二
・
九
九
MHz
以


下
の
周
波
数
の
電
波
を
使
用
す
る
特
定
小
電
力
無
線
局
の
無
線
設
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
三
十
三
年
八
月
三
十
一
日


ま
で
の
間
に
限
り
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
り
技
術
基
準
適
合
証


明
等
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
技
術
基
準
適
合
証
明
等
の
効
力
に
つ
い
て
は
、
前
項


の
規
定
を
準
用
す
る
。


（
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
種
別
）


第
三
条


法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
運
送
法
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
七
十
九
条
の
二


第
一
項
第
二
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
自
家
用
有
償
旅
客
運
送
の
別
は
、
道
路
運
送
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十


六
年
運
輸
省
令
第
七
十
五
号
）
第
五
十
一
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
と
す
る
。


（
申
請
書
の
記
載
事
項
）


第
四
条


法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
運
送
法
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
七
十
九
条
の
二


第
一
項
第
三
号
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
道
路
運
送
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
二
の
規
定
に
か
か
わ


ら
ず
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。


一


法
第
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
同
法
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
区
域
計
画
（
以
下
単
に
「
区
域
計


画
」
と
い
う
。）に
定
め
ら
れ
た
路
線
又
は
運
送
の
区
域


二


事
務
所
の
名
称
及
び
位
置


三


事
務
所
ご
と
に
配
置
す
る
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
の
用
に
供
す
る
自
家
用
自
動
車
（
以
下
「
自
家
用
有


償
観
光
旅
客
等
運
送
自
動
車
」
と
い
う
。）の
数
及
び
そ
の
種
類
ご
と
の
数


四


旅
客
か
ら
収
受
す
る
対
価


（
申
請
書
に
添
付
す
る
書
類
）


第
五
条


法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
運
送
法
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
七
十
九
条
の
二


第
一
項
の
申
請
書
に
は
、
道
路
運
送
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
三
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を


添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。


一


第
一
条
第
二
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
定
款
又
は
寄
附
行
為
及
び
登
記
事
項
証
明
書


並
び
に
役
員
の
名
簿
（
同
条
第
四
号
及
び
第
十
一
号
に
掲
げ
る
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
）


二


路
線
を
定
め
て
行
う
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
を
行
お
う
と
す
る
者
に
あ
っ
て
は
、
路
線
図


三


法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
道
路
運
送
法
を
適
用
す
る
場
合
に
お
け
る
同
法
第
七
十
九
条
の
四
第


一
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
旨
を
証
す
る
書
類


四


自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
自
動
車
に
つ
い
て
の
使
用
権
原
を
証
す
る
書
類


五


自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
自
動
車
の
運
転
者
が
、
道
路
運
送
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
六
第
一
項
に


規
定
す
る
要
件
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類


六


道
路
運
送
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
十
七
第
一
項
に
規
定
す
る
運
行
管
理
の
責
任
者
及
び
運
行
管
理
の
体
制


を
記
載
し
た
書
類


七


道
路
運
送
法
施
行
規
則
第
五
十
一
条
の
二
十
に
規
定
す
る
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
自
動
車
の
整
備
管
理


の
責
任
者
及
び
整
備
管
理
の
体
制
を
記
載
し
た
書
類


〇
国
土
交
通
省
令
第
六
十
二
号


国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
平
成
二
十
八
年
政
令
第
二
百
八
十
六
号
）
の
施
行
に
伴


い
、
並
び
に
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
第
十
六
条
の
二
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定


に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
国
土
交
通
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す


る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。


平
成
二
十
八
年
八
月
三
十
一
日


国
土
交
通
大
臣


石
井


啓
一


国
土
交
通
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令


国
土
交
通
省
関
係
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
施
行
規
則
（
平
成
二
十
六
年
国
土
交
通
省
令
第
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次


の
よ
う
に
改
正
す
る
。


第
三
条
中
「
第
二
十
六
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
七
条
第
二
項
」
に
、「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
三
条
第


二
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
し
、
第
二
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
一
条
中
「
第
二
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第


二
十
三
条
第
二
項
」
に
、「
国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
一
条


と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
十
条
を
加
え
る
。


（
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
者
）


第
一
条


国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
以
下
「
法
」と
い
う
。）第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
者
は
、


次
の
と
お
り
と
す
る
。


一


市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）


二


特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人


三


一
般
社
団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人


四


地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
六
十
条
の
二
第
七
項
に
規
定
す
る
認
可
地
縁
団
体


五


農
業
協
同
組
合


六


消
費
生
活
協
同
組
合


七


医
療
法
人


八


社
会
福
祉
法
人


九


商
工
会
議
所


十


商
工
会


十
一


営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
格
を
有
し
な
い
社
団
で
あ
っ
て
、
代
表
者
の
定
め
が
あ
り
、
か
つ
、
当
該
代
表


者
が
道
路
運
送
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
三
号
）
第
七
十
九
条
の
四
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で


の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
も
の


（
法
第
十
六
条
の
二
第
四
項
の
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
）


第
二
条


法
第
十
六
条
の
二
第
四
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
は
、
国
家
戦
略
特
別


区
域
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
事
業
（
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
国
家
戦
略
特
別
区
域
自
家
用
有


償
観
光
旅
客
等
運
送
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
係
る
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
（
法
第
十
六
条
の
二
第
一


項
に
規
定
す
る
自
家
用
有
償
観
光
旅
客
等
運
送
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）が
そ
の
区
域
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
と


な
る
市
町
村
の
区
域
内
に
路
線
を
有
す
る
一
般
旅
客
自
動
車
運
送
事
業
者
又
は
営
業
所
を
有
す
る
一
般
旅
客
自
動
車


運
送
事
業
者
そ
の
他
の
現
に
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
お
い
て
営
業
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
一
般
旅
客
自
動
車
運


送
事
業
者
と
す
る
。

















































